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はじめに「本業務の概要」 

本業務の目的 

（１）見守り支援ネットワークの基本的な考え方 

 住み慣れた地域で支えあい、安心していきいきと暮らせるまち 

近年、日野市の高齢者人口は１人暮らし世帯や高齢者のみ世帯を中心に増加を続け

ています（平成28年1月1日現在43,783人、高齢化率24.0％）。高齢者人口の増加に

伴う虚弱や要介護となるおそれのある高齢者の増加、核家族化の進行に伴う家族によ

る介護機能の低下、都市化傾向の進展による近隣コミュニティーの結びつきの希薄化

などを背景に、孤立死のような不幸な事件も起きています。 

高齢者福祉の分野では、特に身近な「地域」で高齢者の生活を支える仕組みづくり

が最重要課題となっており、日野市では、こうした社会的にも孤立しがちな高齢者を

地域での支えあいを通じ見守り、支援する「高齢者見守り支援ネットワーク」の構築

によって「安心していきいきと暮らせるまち」づくりに積極的に取り組んでいます。 

 

（２）本報告書の位置付け 

本報告書は、上記の目的を達成するために平成16年度から取り組んできた「日野市

高齢者見守り支援ネットワーク事業」の平成27年度の活動内容をまとめたものです。 
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これまでの経緯 

「ふれあい訪問調査」等の情報に基づいて、基本型と位置づけた“見守り”“声かけ”

の活動を出発点に、ネットワークをより大きく、緻密なものへと育ててきました。 

年度 テーマ 特徴的な取組 

Ｈ16 ○資源・ニーズの把握 

○モデルシステムの

構築 

・市内の高齢者を対象とした「ふれあい訪問調査」や事業所を対象

とした“連携可能性調査”を実施し、「現在は元気で自立している

が健康面が不安なひとり暮らし高齢者」などの対象となる高齢者

像と具体の支援内容を５つのパターンにとりまとめ 

Ｈ17 ○モデルシステムの

試行・評価 

○事業計画づくり 

・市内４つのモデル地区で 19 人の対象高齢者、30 人のふれあい見

守り推進員とともに“見守り”“声かけ”の支援を試行 

・この成果をもとに、「週１回のさりげない見守り」「月１回程度の

玄関先での声かけ」の活動を全市へ２カ年で展開する計画を作成 

Ｈ18 ○地域展開スタート ・前年度に設定した目標に従って市内各地で順次ネットワークの立

ち上げを行い、市内のちょうど半分で活動がスタート 

・立ち上げにあわせて「見守り支援ネットワークフォーラム」を開

催したほか、２回目のふれあい訪問調査も実施（以降毎年実施） 

Ｈ19 ○基本型の全市展開 

○新しい活動の芽生

え 

・平成 18 年度から始まったネットワークの立ち上げが完了し“見

守り”“声かけ”が遂に全市に広がる 

・活動の中から見えてきた課題に対する新たな展開として「百草ふ

れあい協議会」による「ふれあいサロン」の開設を準備 

Ｈ20 ○ネットワークの拡

大 

・「ふれあい交流型」活動を継続的に支援するための要綱を策定 

・や５つのパターンの最後の１つ「お世話・お手伝い型」にあたる

「ちょこっとお手伝いサービス」を新たに立ち上げ 

Ｈ21 ○活動の継続実施 

○新たな活動方針の

検討 

・対象高齢者や見守り推進員の拡充、サロン「よりみちさくら」の

新規開設など既存の活動のフォローアップを実施 

・立ち上げ当初の計画がおおむね狙い通りに実施されたことから、

課題の解消と更なる活動の充実を目指して新たな活動方針を検討 

Ｈ22 ○ネットワークの次

なる展開 

・既存の活動と並行して、平成 21 年度に検討した新たな活動方針

の１つである「気にかけ運動」の企画検討に着手 

・見守り支援ネットワークのＰＲの一環として、高齢者月間にあわ

せて市役所ホールを会場にパネル展を開催 

H23 ○全市展開から丸 5

年の振り返り 

・平成 18 年に“見守り”“声かけ”の全市展開を開始してから丸 5

年が経過したのを記念して、これまでの活動の振り返りや今後の

展開を考えるシンポジウムを大々的に開催 

H24 ○「気にかけ運動」の

積極的な展開 

○事業ＰＲの展開 

・「気にかけ運動」の展開にあたって、従来の手あげ方式から、こち

ら積極的に地域を訪問して「勉強会」を開催する方法を試行 

・「気にかけ運動」の展開とあわせて、広報ひのや「市民活動フェア」

に参加して、見守り支援ネットワーク全体のＰＲを積極的に展開 

H25 ○調査方法の改善 

○「気にかけ運動」の

継続展開 

・ネットワークの展開を検討する際の基礎資料の 1 つとなっていた

ふれあい訪問調査（はつらつ・あんしん調査）の実施方法を改善 

・「気にかけ運動」の展開を継続しながら、市民活動フェアや「地域

かわら版」にて取組のＰＲを実施 

Ｈ26 〇「気にかけ運動」の

一般化と拡大 

・「気にかけ運動」の狙いや基本的な活動イメージをまとめた「気に

かけ運動の手引き」等を作成 

・「手引き」とチラシを用いてより多くの地域への働きかけを実施 

Ｈ27 〇10 周年記念シン

ポジウムの開催 

・モデル地区での試行から 10 年が経過することを記念して「見守

り支援ネットワーク 10 周年記念シンポジウム」を開催 

・シンポジウムでは、協力者の方々の労いとこれからの見守り支援

ネットワークを考えるヒントを得るための講演等を実施 
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１－２ 個別の取組の実施状況 

１-２-１ ふれあい訪問調査（はつらつ・あんしん調査） 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークの主な対象である市内の高齢者に対して、生活の状況や満

たすべきニーズを把握するために毎年実施しているのが「ふれあい訪問調査」です。

本調査は、①高齢者の生活状況を把握し、②高齢者と直接顔をあわせる機会となり地

域の中で「誰も知らない」高齢者を減らすことができるため、市の高齢福祉施策・地

域福祉力づくりを検討する上で必要不可欠のものとなっています。 

平成24年度までは、地域の民生委員が民生委員法に定められた職務に基づき、対象

者宅を１軒ずつ訪問して調査票を回収する方式をとっていましたが、対象者の増加に

ともなう負担の軽減と類似調査との重複の解消を目的として、平成25年度から以下の

方法で調査を実施しています。 

 

▼調査の概要 

 ～平成 24 年度 平成 25 年度～26 年度 平成 27 年度 

調査 

対象 

＜3 年に 1 回の全件調査＞ 

○当該年度の 4 月 1 日現在、75 歳以

上の方 

＜差分調査（全件調査に該当しない年）＞ 

○前年度の 3 月 31 日から当該年度の

4 月 1 日までの間に新たに 75 歳に

到達された方または日野市に転入し

てきた 75 歳以上の方 

※いずれも特定の施設に入院・入所等

している方を除く 

下の全てに該当する方 

①当該年度の 4 月 1 日現

在、65 歳から 74 歳ま

でのうち奇数年齢の方

及び 75 歳以上の方 

②介護認定を受けていな

い方、未申請の方 

③特定の施設に入院・入所

等していない方 

下の全てに該当する方 

①当該年度の 4 月 1 日現

在、65 歳以上のうち奇

数年齢の方 

②、③は左と同様 

④生活保護を受給してい

ない方 

調査 

内容 

①世帯の状況 

②日中１人暮らしの状況 

③生活上不安なこと 

④日常の移動能力 

⑤自治会等への個人情報提供の可否 

⑥周りとの交流の状況 

⑦見守り支援ネットワークへの参加

希望 

・左記①、②、③、⑦ 

・はつらつチェック票で

実施する質問 

（介護予防事業（二次予

防事業）の候補者を把

握するための 30 問） 

※④～⑥については上の

30 問の中で同種の質

問を実施するため省略 

・左記①～⑦ 

調査 

方法 
・郵送配布／訪問回収 ・郵送配布／郵送回収 

民生 

委員 

の訪問 

・調査票を回収するため、調査対象者

宅を全て訪問 

・郵送による返送が無かった方のうち 75 歳以上の方

のお宅を訪問して市への返送を促進 

・上の訪問とあわせて、新たに 75 歳に到達された方、

75 歳以上の転入者のお宅を訪問して資料を配付 
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（２）取組の実績 

 今回の調査では、65 歳以上 13,996 人、75 歳以上 6,492 人から回答を得るこ

とができました。 

 全体の回収率は 3 ポイント弱低下していますが、民生委員の方々に追加回収をお

願いする 75 歳以上の対象者に限定した回収率は 94.2%と極めて高い数値となっ

ています。これは、民生委員の方々の変わらぬご尽力はもちろんのこと、調査対

象者を変更したことで回収作業の負担が軽減したことが要因と考えられます。 

 見守り支援を「お願いしたい」「推進員をやってみたい」という方の割合は、それ

ぞれ 5.0％、0.7％で前年度と大きな違いは見られません。 

▼調査票の配布・回収状況 

年度 

総数 うち 75 歳以上 

送付数 
回収数 

（回収率） 
送付数 

回収数 

（回収率） 
うち在宅※１ 

平成 27 年度調査 17,872 人 
13,996 人 

（78.3%） 
6,894 人 

6,492 人 

（94.2％） 

6,453 人 

（93.6％） 

【参考】平成 26 年度調査 23,187 人 
18,778 人 

（81.0%） 
12,958 人 

11,624 人 

（89.7％） 

11,435 人 

（88.2％） 

 ※１ 回収数から調査後の施設入所・異動を除いた数 

 

▼調査結果の概要 

【世帯の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常の交友状況】 【見守り支援ネットワークへの関心】 
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（２）取組の実績 

 対象高齢者は近年減少傾向にあり、特に登録数の多い地区での減少が目立ちます。 

 ふれあい見守り推進員は近年大きな減少が続いていましたが、この傾向が鈍化し、

一部には増加している地区も見られます。 

 協力事業所は、事業所が多く立地する地区を中心に登録数が増え続けています。 

▼対象高齢者の登録状況 

 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 
いきいき
タウン すずらん かわきた 合計 

H25 10 人 35 人 8 人 36 人 17 人 19 人 2 人 18 人 5 人 150 人 

H26 10 人 29 人 9 人 28 人 22 人 17 人 3 人 13 人 4 人 135 人 

H27 10 人 22 人 9 人 22 人 19 人 10 人 4 人 12 人 3 人 111 人 

増 減 
+2 人 

-2 人 

+1 人 

-8 人 

+2 人 

-2 人 

+4 人 

-10 人 

+2 人 

-5 人 

+1 人 

-8 人 

+2 人 

-1 人 

+1 人 

-2 人 

+0 人 

-1 人 

+15 人 

-39 人 

▼ふれあい見守り推進員の登録状況 

 
 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 

いきいき
タウン すずらん かわきた 合計 

H25 18 人 30 人 25 人 45 人 21 人 39 人 7 人 12 人 15 人 212 人 

H26 17 人 27 人 26 人 33 人 24 人 40 人 9 人 13 人 14 人 203 人 

H27 18 人 24 人 26 人 30 人 26 人 35 人 9 人 12 人 12 人 192 人 

増 減 
+1 人 

-0 人 

+0 人 

-3 人 

+0 人 

-0 人 

+5 人 

-8 人 

+2 人 

-0 人 

+0 人 

-5 人 

+0 人 

-0 人 

+0 人 

-1 人 

+0 人 

-2 人 

+8 人 

-19 人 

▼協力事業所の登録状況 

 
 もぐさ あさかわ すてっぷ あいりん せせらぎ 多摩川苑 

いきいき
タウン すずらん かわきた 市外 合計 

H25 27 所 52 所 69 所 107 所 35 所 21 所 10 所 21 所 23 所 2 所 367 所

H26 26 所 60 所 70 所 112 所 36 所 21 所 10 所 24 所 23 所 5 所 387 所

H27 26 所 65 所 70 所 111 所 37 所 33 所 12 所 26 所 23 所 7 所 410 所

増 減 
+0 所

-0 所

+12 所 

-7 所 

+4 所 

-4 所 

+1 所

-2 所

+1 所 

-0 所 

+12 所

-0 所

+2 所

-0 所

+2 所

-0 所

+0 所

-0 所

+2 所 

-0 所 

+36 所

-13 所

▼その他の機関との連携状況 

日野警察署、日野消防署、日野郵便局、日野市ごみゼロ推進課（(株)日野環境保全）

の４機関にも事業開始当初から協力をいただいています。 

 
「巡回中の見守り」 

など 
「郵便配達時の 

ポストの確認」など 
「ごみ出し確認」「希望者 

への声かけ収集」など 
「防火診断のための 

家庭訪問」など 

商店、事務所、医療機関等の中で協力意向をいただいた事業所の方々で

す。業務を通じて地域の高齢者と日常的に接する機会が多く、その問題

や異変を早期に発見して、地域包括支援センターに連絡します。 

地域にお住まいの協力者の方々です。地域包括支援センターからの

依頼を受けて、高齢者宅の訪問や、挨拶などの声かけを無理のない

範囲で行っています。 
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（２）取組の実績 

 平成 26 年度から引き続き、6 つのふれあいサロンが活動を行っています。 

 平成 27 年度の後半から平山地区で検討が始まり、個人宅の一部を開放した新し

い形のサロンの開設が具体化してきました。 

 百草団地ふれあいサロンでは年間来訪者が 1 万人を突破した一方、来訪者が前年

度から減少したサロンも見られます。 

▼ふれあい交流拠点 

 週４日以上のオープンなど高齢者の集まりやすさに対する配慮を求める。主に新

規に高齢者の居場所づくりに取り組む場合を想定。 
 

 ①百草団地ふれあいサロン 

（平成 20 年 4 月開設） 
②よりみちさくら 

（平成 21 年 6 月開設） 

③南平ふれあいサロン 

（平成 13 年 11 月開設） 

（平成 23 年 7 月ﾘﾆｭｰｱﾙ） 
場
所 

百草 999 

百草団地 281 号棟 116 番 

多摩平 2-6-1 

多摩平の森さくら集会所内 
南平 7-16-14 

体
制 

活動頻度：週 4～5 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人～ 

活動頻度：週 4 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人～ 

活動頻度：週 4 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人 

実
績 

ｵｰﾌﾟﾝ日：256 日 

来訪者：のべ 10,008 人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：124 日 

来訪者：のべ 3,200 人 

（各種イベントを除く） 

ｵｰﾌﾟﾝ日：187 日 

来訪者：のべ 3,305 人 

 

   

▼ふれあい交流活動 

 ふれあい交流拠点の基準には満たないが、自主的な運営により高齢者の交流の場

として機能しているような既存の活動を想定。 
 

 ④談話室ひなたぼっこ 

（平成 19 年 4 月移転） 
⑤南新井ふれあいサロン 

（平成 22 年 7 月開設） 

⑥お話サロン 

（平成 24 年 1 月開設） 

（平成25年度より助成開始） 

場
所 

大坂上 4-20-18 1 階 新井 650-2 
東平山 1-7-9 

平山住宅 9 号等 1 階 

体
制 

活動頻度：週 4 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人～ 

活動頻度：週 3 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：2 人～ 

活動頻度：週 1 日 

常駐ｽﾀｯﾌ人数：7 人 

実
績 

ｵｰﾌﾟﾝ日：174 日 

来訪者：のべ 1,644 人 

（スタッフを含む） 

ｵｰﾌﾟﾝ日：142 日 

来訪者：のべ 2,026 人 

ｵｰﾌﾟﾝ日：46 日 

来訪者：のべ 1,018 人 
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全
体
発
表
Ａ 

「今度新しくサロンを開設する予定です。」 

「色々な話を聞かせてもらいたくさんの収穫がありましたが、毎月スタッフ会議を

行っている、サロンと老人会と自治会の 3 団体が協力して運営にあたっていると

いう話が特に印象に残りました。」 

「共通して感じたのは、どのサロンも皆さんとても前向きに活動されているという

こと。大変参考になりました。」 

全
体
発
表
Ｂ 

「地域の方に足を運んでいただき、気持ちよく楽しく時間を過ごしていただくため

にどうしていますか？という話が出ました。」 

「“やっぱり口コミ”“チラシをたくさんつくってポスティングしている”という方、

様子を見に来たご家族や初めての方等にも“近くの方を誘って来てください”と

声をかけている という方もいました。」 

「それから、お誘いをしたらそれをちゃんと次につなげていかないと広がっていか

ないので、来ていただいた方には“楽しかった”と言ってもらえるように心配り

とアンテナを張りながらやっています という話がありました。」 

全
体
発
表
Ｃ 

全
体
発
表
Ｄ 

全
体
発
表
Ｅ 

「スタッフが中々集まらない、来ていただく方が少ない時にどうするか情報交換を

する中で、ご近所に声をかけて、ある通りが“スタッフ通り”と呼ばれるくらい

仲間を増やしたという話を聞きました。団地のサロンでは、新しく越して来た方

には必ずチラシを渡して利用者になってもらうようお誘いしているそうです。」 

「男性専科の料理教室をやっているところや、サロンに来た方が具合が悪くなった

時に連絡先が分からないと困るので、利用者の方々に連絡先を持ってきてもらう

ようにしたところもあるようです。」 

「“知り合いが増えた”“色んな方と出会えて教えてもらうことも増えた”という良

かったことがある一方、“人間関係で悩むこともある”という話もありました。」 

「自治会と連携して土曜日にグランドゴルフをやっている、外の会場を借りて映画

会をやっている、というような色々な活発な活動状況を聞くことができました。」 

「共通の悩みは、やはり若い人がいない、後継者がいないということです。どこの

ふれあいサロンも楽しく活動しているのですが、新しい人を入れていかないと

年々運営が難しくなっていきます。先ほども話があったように、地域の人に声か

けをして新しい息吹をもたらす必要があると思います。」 

「実践大学や帝京大学、明星大学等の学生が来てくれているサロンがいくつかあり

ましたが、高齢者の方からは“大学生が来ると緊張して疲れる”という声もある

ので、大学生との付き合い方についてまだ皆さんで話ができればと思います。」 

「一番気になったのは、利用者やスタッフの高齢化が進んでいるということです。」 

「私達のサロンでも来てくれる方が固定化する傾向があるの、新しい利用者をどう

やって呼び込むかが大きな課題だなと感じています。大学が近くにあるサロンは

大学生の協力もあるようなので、地域の方や、こうした若い方々の協力も不可欠

かなと感じました。」 

「また、他のサロンでは初期の認知症の方にも苦慮しながら対応されている とい

う話を聞きました。私達には無理だと思っていましたが、“認知症だから”“もう

歩けない人だから”と諦めてしまうべきではないかもと考えさせられました。」 
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１-２-４ ちょこっと困りごとサービス 

（１）取組の概要 

見守り支援ネットワークの検討当初より必要性が指摘されてきた、ひとり暮らし高

齢者等の日常生活の「ちょっとした困りごと」をお手伝するべく、平成20年度からス

タートした取組です。 

対象者からの作業依頼の連絡を受けて、事業に登録するボランティア（「協力員」）

の方が活動を行っています（「協力員」の登録がない地域から作業依頼があった場合な

ど一部の依頼は受付窓口である「（社福）おおぞら」の職員が対応しています）。 

作業を行う際には、訪問先の高齢者の様子について気にかけてもらうようにしてい

ます。 

 

▼取組の基本的な流れ 

 

 

 

 

▼サービスを活用する場合のルール 

 

  ※受付窓口は、平成 26 年度より日野市福祉事業団から（社福）おおぞら に変更となっています。 

  

・対象者 ：概ね 70 歳以上のひとり暮らし高齢者及び高齢者のみの世帯、障害者のみの世帯 

・作業内容：専門技術を必要としない概ね 30 分以内で終了する継続性のない作業 

（電球の交換、ブレーカー落ちの修復など） 

・利用料 ：１回 300 円（作業に係わる実費については別途利用者が負担する） 

・利用方法：（社福）おおぞらに直接電話で申込 

・受付時間：土日祝日年末年始を除く午前９時～午後５時 

ちょっとお願いしたい

作業があるのですが。 

対応可能 

対応不可 

ちょこっと困りごとサービスでの対応ができ

ない場合は、希望する内容に対応できるサービ

スが他にないかを調べて案内 
依頼者 

（社福）おおぞらから連絡を受けた「協力員」

が依頼者のお宅を訪問して作業を実施 

→概ね 30 分以内が目安 

→利用料は 300 円（作業終了時に支払い） 
（社福）おおぞら

（受付）です。 
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（２）取組の実績 

 平成27年度は、新たに1人の登録があったため8人体制で活動していましたが、

年度末に 1 人辞められたため、最終的には前年度と同様 7 人の方が協力員として

登録しています。 

 依頼件数は大きく実績を伸ばした前年度から僅かに減少していますが、200 件超

となっています。 

 依頼の電話とは別に集計している問合せ件数が増加しています。 

 

▼協力員の登録状況 

年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

協力員 

総数 
7 人 10 人 13 人 11 人 12 人 12 人 7 人 7 人 

増減 —— 
+4 人 

-1 人 

+3 人 

-0 人 

+1 人 

-3 人 

+1 人 

-0 人 

+0 人 

-0 人 

+1 人 

-6 人 

+1 人 

-1 人 

 

 

▼活動実績 

 毎月平均して約 17 件の依頼の電話が寄せられ、そのうち約 12 件をちょこっと困

りごとサービスで対応しています。 
 

年度 

依頼件数 
その他の 

電話対応 

総数 作業実績 業者紹介 対応不可 依頼取消 
事業内容 

の確認等 

平成 27 年度 203 件 139 件 34 件 15 件 15 件 18 件 

【参考】平成 26 年度 224 件 150 件 32 件 22 件 15 件 5 件 

 

 

 

 

 

 

 

 「専門技術を必要としない」「30 分以内」「継続性がない」という条件に当てはま

らずにお断りしたもの（上記「対応不可」に該当）については、以下のような対

応をとっています。 
 

依頼内容 対応 

例）草取り・庭の手入れ、部屋の片付け シルバー人材センターを紹介 

例）不用品の処分 リサイクルセンターを紹介 

例）電気工事や家電の修理、水道工事 専門性をともなうため他の業者を紹介 

  

作業内容は多い順に、 

・ 照明器具等の購入・交換：59 件 

・ 家電、建具等の点検・修理：46 件 

・ 重量物の移動（小型家具･粗大ゴミ等）：23 件 
・ 電気機器等の操作・説明：7 件 ほか 
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１－３ 個別の取組の成果と課題 

1-2-1から1-2-4の取組毎に今年度の成果と課題を以下の通り整理しました。全体

に共通する内容については、冒頭に取りだして整理しています。 

▼見守り支援ネットワーク全体の成果と課題 

成果 

・見守り支援ネットワークの立ち上げから 10 年を迎えることができました。 

・現在も（ネットワーク全体では）協力者の輪を拡大しながら、高齢者が安心して暮ら

せるまちを目指す様々な見守り支援活動が行われています。 

・１月には 10 周年を記念するシンポジウムを開催し、参加した方々から好評を得るこ

とができました。 

課題 

・立ち上げから時間が経過したことで、協力者の中からも自身の高齢化や次世代の育成

について不安の声があがるようになってきています。 

・ネットワークを中心的に運営する地域包括支援センターからは、今後 10 年の方向性

が見えないという指摘がなされています。 

・事業を効率的に推進していくため、関係事業や機関との連携を目標としていましたが、

当初の計画通りに進められていません。 

対応案 

・今後 10 年の方向性を形にするため、モデル地区を設定して実践的な検討を行います。

“地域”を単位にしたネットワークの統合（融合）が１つの目標として考えられます。 

・関係事業、機関との連携に向けて、以下のような類似する事業についてこれを所管す

る関係機関との調整を行うことが考えられます。 

 －見守り支援と各種の認知症施策、避難行動要支援者対策 

 －ふれあいサロンとミニミニふれあいの集い、介護予防・日常生活支援総合事業 

 －ちょこっと困りごとサービスとシルバー人材センター 

 －気にかけ運動と老人クラブ活動、地域懇談会等の地域づくり  など 

 

▼ふれあい訪問調査（はつらつ・あんしん調査）の成果と課題 

成果 

・65 歳以上 13,996 人、うち 75 歳以上 6,492 人という大勢の方から回答を得るこ

とができました。 

・特に 75 歳以上の方については約 9 割という高い回収率となっており、市内の高齢者

の生活実態を把握する上で有効な方法となっています。 

課題 

・平成 25 年度に調査方法を郵送配布・郵送回収方式に変更したことについて、今年度

も民生委員や地域包括支援センターから「訪問が不要となり高齢者の様子が把握しづ

らくなった」「情報が入って来づらくなった」という声があがっています。 

・現在の調査項目について、「見守り希望に関する質問が分かりづらい（説明不足でうま

く回答してもらえていない）」という指摘があります。 

・地域包括支援センターからは、その他にも調査の内容や実施方法に関する以下のよう

な改善のアイディアが寄せられています。 

 －もっと多くの情報の把握に活用する（緊急連絡先だけでなく他にも質問を増やす） 

 －調査に疑問を持つ対象者へ有用性・必要性を示す（結果を返す等の対応を） 

 －集めた情報をもっと多方面に活用する（実態把握の基礎情報なので） 

対応案 

・調査方法については、民生委員さんの訪問にかかる負担を軽減することを目的に民生

委員さん自身のご意見なども確認しながら変更した経緯があるため、現在の方式を継

続することを基本とします。 

・調査項目の追加や集めた情報の活用、調査対象者への結果のリターンや対面で高齢者

の様子を把握する取組など調査の改善策については、民生委員さんの負担が大きく増

加することがないよう留意しながら引き続き検討していきます。 
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▼「見守り・声かけ」の成果と課題 

成果 

・約 200 人の推進員さんが 100 人超の対象高齢者とご近所の様子を見守る大きなネッ

トワークが動いており、問題をいち早く発見して対応できた、実際に詐欺被害を未然

に防ぐことができたといった成果が報告されています。 

・協力事業所は今年度も大きく登録数を増やしています。 

・「思い出集（3-2-3 参照）」作成のためふれあい見守り推進員の方々の思い出等を募集

したところ、優れた活動や対象高齢者との良好な関係があることを改めて確認するこ

とができました。 

課題 

・新規の登録がある一方、これを上回る数の登録廃止があり、対象高齢者、ふれあい見

守り推進員は全体で登録数が減少しています。 

・地域包括支援センターの相談員からは、連絡会や検討部会（第 3 章を参照のこと）の

中で活性化の必要性について以下のような指摘がなされています。 

 －高齢化や転居等で推進員さんの人員が不足している 

 －取組の中身があまり知られていない（それ故に希望者や担い手も出てこない） 

 －協力事業所についても登録をしただけで役割を忘れているところも多い 

・また、前年度も課題となっていましたが、事業開始当初から時間が経過したことで地

域毎の進め方にギャップが生じていることについて、包括圏域をまたいだ情報交換や

関係者のモチベーションを向上する取組の必要性が指摘されています。 

対応案 

・後継者問題への対応とネットワークの次の 10 年の形を検討する材料として、10 年

間の活動（例えば“こんな見守り方があった”等）のアーカイブを作成することが考

えられます。 

・今年度に実施したシンポジウム（第 3 章を参照のこと）のようなイベントを継続的に

開催して、見守り支援ネットワークの PR や担い手の掘り起こしにつながるような機

会を設けることが考えられます。 

・こうしたイベントはアーカイブの活用や包括圏域をまたいだ情報交換、関係者のモチ

ベーション向上の機会として期待されますが、このような全市単位の取組とあわせて、

地区連絡会あるいは更に小さな単位も含め同様な取組を多層的に展開していくことが

重要です。 
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▼ふれあいサロンの成果と課題 

成果 

・新しいサロンの開設がしばらくありませんでしたが、平成 27 年度の後半から平山地

区で検討が始まり、個人宅の一部を開放した新しい形のサロンの開設が具体化してき

ました。 

・個人宅を利用したサロンは、身近に地区センター等の適当な場所がないためサロンの

開設を諦めている方々の突破口になることが期待されます。 

・3 回目の開催となったサロンスタッフの交流会では、実際の取組に関する情報交換や

悩み事の共有などが行われており、参加者からも好評を得ています。 

課題 

・百草団地ふれあいサロンでは年間来訪者が 1 万人を突破した一方、来訪者が前年度か

ら減少したサロンも見られます。 

・交流会の中では、現在のサロン活動が少し停滞していると話す方もいました。また、

ほぼ全てのサロンに共通して「後継者がいない」という指摘がありました。 

・これまで右肩上がりの状況が続いていましたが、長く活動を続ける中で調子を崩して

いるサロンがあること、来訪者だけでなくスタッフも歳をとっている状況があること

が分かりました。 

対応案 

・来訪者を集めるために、例えば“はつらつ・あんしん調査にサロンの PR 資料を同封

する”など、新たな支援を実施することが考えられます。 

・各サロンの悩みの解決に向けては、交流会を継続して開催するとともに、特に困って

いるサロンに対しては個別にフォローを実施することが考えられます。 

・特に市内初となる自宅開放型のサロンについては、予想外のトラブルが発生する可能

性もありますが、第一に地域の方々の主体的な取組であること、第二に後へ続く地域

のためにもなる取組であることを念頭に、必要なサポートを適宜実施していきます。 

・新たなサロンの開設促進と後継者問題の解決に向けて、サロン活動に関心を持ってい

る人と既にサロン活動を実施している人が交流する場を設けることも検討します。 

 

▼ちょこっと困りごとサービスの成果と課題 

成果 

・問合せ件数が増加しており、事業に対する関心が高まっていることが推測されます。 

・依頼件数は、大きく実績を伸ばした前年度からは僅かに減少していますが、200 件超

を維持しており、問合せ件数を加えるとサービスへの接触件数は概ね横ばいと言える

状況です。 

・近年は協力員の減少が続いていましたが、今年度は前年度の体制を維持することがで

きました。 

課題 

・協力員の減少は止まりましたが、まだ最盛期の約半分の人数であり、今後事業を大き

く PR してより多くの依頼に対応するには心許ない状況です。 

・他の業者を紹介するケースや依頼が取り下げられたケース、問合せがあったものの情

報提供のみに留まっているケースなど、依頼者の期待に全て応えられているとは言え

ない状況があります。 

・また、実際に実施している内容はお隣等にお願いできそうなものが多く、実施内容が

限られていることが依頼取り下げ等の１つの要因となっていることが想像されます。 

対応案 

・事業の拡大を図っていくためには、協力員の増員と実施内容の拡大により体制の充実

を図った上で、市民・利用者への PR を行うという進め方が良いと思われます。 

・協力員を増員するためには、社会福祉協議会が発行する「ボランティア・インフォメ

ーション」に募集記事を掲載することが考えられます。 

・実施内容の拡大については、「これができる方募集」といった形で、作業を負担に感じ

ない方、特技を持った方を集めてしまうと言う方法も考えられます。 
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第２章「気にかけ運動の展開」 

２－１ 気にかけ運動の概要 

見守り支援ネットワークでは、対象高齢者とふれあい見守り推進員をマッチングし

た１対１の見守り・声かけを中心に活動を広げてきました。しかし、事業開始から数

年が経過し、「登録を拒否するが心配な高齢者がいる」「他にも目が行き届いていない

高齢者がいる」といった課題が明らかになってきました。そこで、見守る相手を特定

せずに広く身の回りを対象とする“気にかけ”を 登録を要せず誰でも気軽に参加でき

る“運動”として始めようというのが「気にかけ運動」の出発点です。 

この「気にかけ運動」は、見守る側－見守られる側の立場を超えて、地域の中でお

互いに“気にかける”向こう三軒両隣の関係を再構築することを目指しています。日

頃からお互いに気にかけあっていれば、相手の様子の変化に気付いてあげられるだけ

でなく、日常のちょっとした困り事や災害時に助け合える関係にもつながります。ま

た、心配な方を適切なタイミングで支援につなぎ、悲しい事件を未然に防ぐ特効薬と

なることも期待されます。 

普段の挨拶やちょっとした機会に声をかける、そんなことから「誰もが安心してい

きいきと暮らせるまちづくり」始めてみませんか？ 

▼現在の取り組み内容 

 向こう三軒両隣の関係の再構築に向けたステップを以下の通り設定し、「“気にか

け”運動 地域展開の手引き」（次頁参照）を用いて各地域に周知を図っています。 

  
① 見ざる 言わざる 聞かざる からの脱却 

まずは、周りの方を緩やかに“気にかけ”て、深刻な状況になる前に適切なサービスにつ

なげること、そのために高齢者等のちょっとした異変を発見して、速やかに地域包括支援セ

ンターに連絡が入る体制を目指しましょう。 

② 一歩踏み込んだ地域づくり 

これだけでは足りない／もっとできそうだと思ったら、上記からさらに一歩踏み込んだ活

動を展開している地域の事例を参考に、どんなことができそうか地域の中で話し合ってみま

しょう。   例）地域の中で“気になる”方を 見守る 仕組みをつくる 

       例）高齢者が集まる地域の拠点（サロン）をつくる 

       例）地域の中で困っている方を支える仕組みをつくる 

③“向こう三軒両隣”のお付き合いへ 

日頃からお互いに気にかけあっていれば、相手の様子の変化に気付いてあげられるだけで

なく、日常のちょっとした困り事や災害時に助け合える関係にもつながります。また、心配

な方を適切なタイミングで支援につなぎ、孤立死のような悲しい事件を未然に防ぐ特効薬と

なることも期待されます。目指しているのは、このような“向こう三軒両隣”の再構築です。 
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２－２ 地域展開の実施状況 

平成24年度から地域包括支援センターのネットワークの中からモデル地区１つを

選んで「気にかけ運動」の地域展開（勉強会の開催）の試行を開始し、翌平成25年度

以降は、民生委員やふれあい見守り推進員の持つ情報や人脈を通じて地域の各種団体

を訪問して情報提供等を実施してきました。 

平成27年度は、出張説明と相談窓口の設置という２つのルートで地域への働きかけ

を行うこととしました。この取組の実績は以下の通りですが、この他にも電話にて簡

単な説明を行ったもの、資料の提供を行ったものなどが存在します。 

 

▼取組の内容 

取組項目 内容 開催実績 

１．出張説明 

・地域からの要望を受けて、「気にかけ運動」

に関する情報提供を実施 

＜自治会＞ 

・多摩平三丁目自治会 

・西宮下自治会 

＜その他の団体＞ 

・くらしの輪連絡会 

・シルバー人材センター新

町地区 

・見守り支援ネットワークの既存の協力者に対

して、各地区の連絡会等の機会を通じて「気

にかけ運動」に関する情報提供を実施 

・よりみちさくら（ふれあ

いサロン）スタッフ会議 

・すずらん地区連絡会 

・あいりん地区連絡会 

２．相談窓口の設置 

・毎月 15 日（15 日が土・日・祝日にあたる

場合は翌平日に振替）を“相談日”と定めて、

市役所にて気にかけ運動に関する質問や相

談を自由に行うことが出来る体制を用意 

・相談：0 件 
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２-２-１ 出張説明 

（１）取組の概要 

高齢福祉課または地域包括支援センターに寄せられた地域からの要望を受けて、ま

たは既存の協力者の中での関心の高まりを受けて、各地域に出張して「気にかけ運動」

に関する情報提供を行いました。 

地域の高齢化に対して漠然とした問題意識を抱えている、具体的に何かやってみた

い／やらなければいけないと考えている、見守り支援等の輪を広げていきたいと考え

ているなど、それぞれの地域で体制や状況が異なることから、「見守り支援ネットワー

ク全般に関する情報提供も行う」「具体的な活動事例の紹介を丁寧に行う」「地域の問

題点や活動団体を共有するグループワークを行う」というようにそれぞれ説明内容を

変えて対応しました。 

 

（２）取組の実績（内容別に時系列で掲載） 

▼くらしの輪連絡会 

開催日時 6 月 17 日（水）10：30～12：00 

開催場所 生活・保健センター 2Ｆ 

参加者 

＜地域住民＞ 

くらしの輪連絡会（市内の 9 消費者団体の連絡会議） 計 11 名 

＜その他＞ 

包括いきいきタウン、地域協働課、高齢福祉課、委託事業者 計 6 名 

プログラム 

１．情報提供 

①地域包括支援センターおよび見守り支援ネットワークに関する紹介 

②気にかけ運動に関する紹介 

・はじめに 

・見守り支援ネットワークの取組内容 

・新たな取組“気にかけ”運動 

・気にかけ運動相談日の紹介 など 

２．質疑応答・意見交換 

▼多摩平三丁目自治会 

開催日時 6 月 21 日（土）10：00～11：00 

開催場所 多摩平三丁目地区センター 

参加者 

＜地域住民＞ 

多摩平三丁目自治会員 計 14 名（子どもを除く） 

＜その他＞ 

包括あいりん、高齢福祉課、委託事業者 計 4 名 

プログラム 

１．包括あいりんより地域の状況に関する情報提供 

２．高齢福祉課より気にかけ運動に関する情報提供 

①気にかけ運動の背景と狙い 

Q.お住いの地域の高齢化の状況は？ など 

②皆さまにお願いしたいこと 

・一歩踏み込んだ地域づくりの例 A～C 

・気にかけ運動の進め方（案） など 

３．質疑応答 
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▼西宮下自治会 

開催日時 6 月 24 日（水）10：00～12：00 

開催場所 川北地区センター 

参加者 

＜地域住民＞ 

西宮下自治会 計 20 名 

＜その他＞ 

包括かわきた、包括いきいきタウン、高齢福祉課、委託事業者 計 5 名 

プログラム 

１．開会 

・主催（自治会福祉部長）による情報提供 など 

２．いきいきと健康に暮らすために【講義】 

①包括かわきた 菅原所長による講義 

・いきいきと健康に暮らす秘訣について ほか 

②包括いきいきタウン 川田所長による講義 

・はつらつ・あんしんチェックシート、健康体操の紹介 ほか 

③梵まちつくり研究所 熊井による講義 

・気にかけ運動の狙い 

・皆さまにお願いしたいこと 

・一歩踏み込んだ地域づくりの例 ほか 

３．質疑応答・地域の課題等の検討【ミニ・ワークショップ】 

・講義の内容や高齢者福祉に関する質疑応答 

・付箋を用いて「現在の不安や地域の課題」と「課題に対する取組の案」を共有 

 

▼シルバー人材センター新町地区 

開催日時 12 月 13 日（日）10：00～12：00 

開催場所 新町交流センター 2Ｆ和室 

参加者 

＜地域住民＞ 

シルバー人材センター新町地区所属会員 約 40 名 

＜その他＞ 

高齢福祉課、委託事業者 計 3 名 

プログラム 

※定期会後の一部の時間をお借りして以下の説明を実施 

１．情報提供 

①地域包括支援センターおよび見守り支援ネットワークに関する紹介 

②気にかけ運動に関する紹介 

・はじめに 

・見守り支援ネットワークの取組内容 

・新たな取組“気にかけ”運動 

・気にかけ運動相談日の紹介 など 

２．質疑応答 
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▼説明内容（抜粋） 

  
 見守り支援ネットワークの既存の取組 

 についてご紹介 
 クイズ形式で日野市の高齢化の状況 

 や地域での取組の必要性についてご説明 

  
 ステップ①として、これだけはお願いしたい 

 3 つのポイントをご説明 
 ステップ②として 

 「一歩進んだ地域づくりの例」をご紹介 

  
 具体的な取組の内容について 

 ご提案することも 

 最後に、追加の質問・相談に対応するため 

 「相談日」についてご紹介 
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▼よりみちさくらスタッフ会議 

開催日時 7 月 27 日（月）9：30～11：30 

開催場所 多摩平の森 さくら集会所 

参加者 

＜地域住民＞ 

よりみちさくらスタッフ 約 15 名 

＜その他＞ 

包括すてっぷ、包括あいりん、高齢福祉課、委託事業者 計 8 名 

プログラム 

※スタッフ会議の一部の時間をお借りして以下の説明を実施 

１．多摩平の森の高齢化の状況【情報提供】 

２．気にかけ運動の背景と狙い【情報提供】 

３．皆さまにお願いしたいこと【情報提供】 

・これだけはお願いしたい 3 つのポイント 

・一歩踏み込んだ地域づくりの例 

・気にかけ運動相談日の紹介 など 

４．地域の課題等の検討【ミニ・ワークショップ】 

・付箋を用いて「現在の不安や地域の課題」と「課題に対する取組の案」につい

て意見交換 

▼包括すずらん地区連絡会 

開催日時 9 月 9 日（水）10：00～12：00 

開催場所 南平西部地区センター 

参加者 

＜地域住民＞ 

すずらん地区に所属する民生委員、ふれあい見守り推進員 計 8 名 

＜その他＞ 

包括すずらん、高齢福祉課、委託事業者 計 6 名 

プログラム 

※地区連絡会の一部の時間をお借りして以下の説明を実施 

１．気にかけ運動の背景と狙い【情報提供】 

２．皆さまにお願いしたいこと【情報提供】 

・これだけはお願いしたい 3 つのポイント 

・一歩踏み込んだ地域づくりの例 ほか 

３．小地区毎の情報交換【ミニ・ワークショップ】 

・すずらん地域の現状を説明 

・その後、地区の地図と付箋を使って「地域の困り事や心配事」「気にかけの縦

となる元気な人やグループ」「できたらいいなと思う対策」について情報交換 

４．気にかけ運動の地域展開に向けて【情報提供】 

・気にかけ運動相談日の紹介 など 

▼包括あいりん地区連絡会 

開催日時 10 月 27 日（火）14：00～16：00 

開催場所 イオンホールＢ 

参加者 

＜地域住民＞ 

あいりん地区に所属する民生委員、ふれあい見守り推進員 計 26 名 

＜その他＞ 

包括あいりん、高齢福祉課、委託事業者 計 8 名 

プログラム 
※地区連絡会の一部の時間をお借りして以下の説明を実施 

（包括すずらん地区連絡会と同様のため省略） 
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▼ミニ・ワークショップの様子 

  
 白地図を広げたテーブルを囲んで準備完了  白熱する情報交換 
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２-２-２ 相談窓口の設置 

（１）取組の概要 

「気にかけ」運動に関心があるけれどまだ仲間がいない、説明会を開く前に話を聞

いてみたい、あるいは既に活動しているけれどあまりうまくいっていないという方々

が気軽に相談ができるよう、毎月15日を“相談日”と定めて専門家が常駐する体制を

整えました。 

“相談日”については、見守り支援ネットワーク10周年記念シンポジウム（第３章

参照）、ニューズレターや地域懇談会（第4章参照）、前項で紹介した出張説明などの場

を活用してＰＲを行いましたが、このようなＰＲが十分でなかったためか、あるいは

市役所まで足を運ぶという点が障害となったためか、利用者はいませんでした。 

 

▼“相談日”の概要 

開催日時 
毎月 15 日 10：00-17：00 

（15 日が土・日・祝日にあたる場合は翌平日に振り替え） 

開催場所 
日野市役所２Ｆ高齢福祉課窓口 

（相談自体は市役所内の打合せスペース等で実施） 

相談日に 

できること 

１．“気にかけ”運動の概要説明＆悩み事相談 

・「“気にかけ”運動地域展開の手引き」をお配りし、運動の趣旨や基本的な進め

方、ご近所を気にかけるポイントなどをご説明 

・地域の悩み事をお聞きして、参考事例をご紹介したり、まずどんなことに取り

組めば良いかをご提案（一緒に考えます） 

２．地域の高齢化等の情報提供 

・町丁目や自治会毎（町丁目データを集計）の高齢化の進捗状況、地域毎のお付

き合いの傾向などの参考となる資料をご紹介 

３．地域の白地図のプレゼント 

・事前に自治会名や必要な範囲を聞いて、“気にかけ”運動で推奨している「ご

近所の顔と名前を把握する」際に役立つ大判の地図（白地図）をプレゼント 

４．お住まいの地域への出張説明会に関する相談 

・大勢で話が聞きたいという場合には、まずは相談日に代表の方数名に来ていた

だき、日程や会場、説明内容等について事前に打ち合わせを行うことを想定 
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（２）取組の実績 

▼地域の高齢化等の情報提供（情報提供シートの例） 

   
 

▼白地図の活用イメージ（ＰＲの際に使用した資料より） 

   
  

● 高齢ひとり暮らし世帯
● 高齢夫婦世帯
● 多世代同居・若年世帯
● 不明



 
 
 

26 

２－３ 地域展開の成果と課題 

各地域での取組の状況を踏まえて今年度の成果と課題を以下の通り整理しました。 

 

▼地域展開の成果と課題 

成果 

・自治会やその他組織からの問合せ、地域包括支援センターからの要請などを通じて、

昨年度以上の頻度で勉強会・説明会を開催することができました。 

・勉強会や説明会の開催にはつながらなかった問合せも多数あり、PR の成果か地域で

の関心が高まっています。 

・実際に勉強会を開催した地域で、交流会が定期的に開催されるようになるという具体

的な動きが出てきています。 

課題 

・勉強会や説明会とあわせて、毎月１回「相談日」を設けて関心がある地域の後押しを

することを狙いましたが、市役所まで来てもらうことの難しさか、相談なしという結

果となりました。 

・新しい PR のルートとして、災害時用支援者支援等の関連する取組との連携を計画し

ていましたが、実際にはうまく進めることができませんでした。 

・地域包括支援センターからは「取り組み内容がわかりづらいため PR しづらい」とい

う指摘がありました。 

対応案 

・入口をつくる 

：見守り支援活動に関心のある不特定多数の方が参加できるシンポジウムのような取

組を継続的に開催する 

：はつらつあんしん調査の中で「見守りを希望する」という回答が多かった地域を直

接訪問して PR を行なう 

・形をつくる 

：分かりやすい目標ややりがいを感じられるような基本パターンを用意する 
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第３章「ネットワークの課題解決のための検討」 

３－１ 検討の進め方 

ネットワークの課題解決に向けた検討は、平成26年度に立ち上げた、地域包括支援

センターと高齢福祉課で構成する「見守り支援ネットワーク検討部会」を中心に進め

ています。 

平成26年度は、懸案事項となっていた各種課題の解決の方針を明らかにし、特に以

下の課題解決に向けて「シンポジウム」を開催することを決定しました。 

 ふれあい見守り推進員等協力者の負担感を軽減する 

 事業をＰＲし協力者を増やすことで体制のの充実と世代交代等を可能にする 
 

平成27年度は、この「シンポジウム」に加えて、見守り支援ネットワークの思い出

の募集等の企画を並行して検討・実施し、ネットワークの課題解決を図りました。 

 

▼取組の内容 

開催時期 取組項目 内容 

平成 27 年 

5 月 23 日 

第 1 回見守り支援ネットワーク 

検討部会 

・平成 27 年度のスケジュールについて 

・レポートの書式の内容確認 

・過去のシンポジウムの内容確認等 

7 月 27 日 第 2 回見守り支援ネットワーク 

検討部会 

・気にかけ運動の地域展開の状況報告 

・シンポジウムの開催条件・実施内容等 

－開催日時と開催場所について 

－主な対象者について 

－ゲストの人選について 

－プログラムの内容について 

10 月 29 日 第 3 回見守り支援ネットワーク 

検討部会 

・気にかけ運動の地域展開の状況報告 

・シンポジウムの開催方針について 

－日程、会場、ゲスト人選の確認 

－プログラムの内容検討 

－思い出集の募集に関するお願い 

11 月～12 月 見守り支援ネットワークの思い出

の募集 

・レポート（記録票）と一緒にふれあい

見守り推進員へ募集用紙を配布・回収 

・その後、思い出集としてとりまとめ

（4-2-1 参照） 

12 月 18 日 第 4 回見守り支援ネットワーク 

検討部会 

・シンポジウムの開催に関する最終確認 

－シンポジウムの全体像の確認 

－感謝状贈呈の対象者の抽出 

－当日の進行と役割分担 

－ＰＲのお願い 

平成 28 年 

1 月 27 日 

高齢者見守り支援ネットワーク 10

周年記念シンポジウム 

・第一部「10 年間の振り返り」 

・第二部「ゲスト講演」 

2 月 19 日 第 5 回見守り支援ネットワーク 

検討部会 

・シンポジウムの振り返り 

・既存の取組内容の今後の姿の検討 
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３－２ 検討の実施状況 

（１）取組の概要 

高齢者見守り支援ネットワークの立ち上げから10年という節目を迎えることを記

念して、これまでの活動を振り返り、これから10年を展望するシンポジウムを開催し

ました。当日は事務局も含めると100名超が参加する盛会となりました。 

シンポジウムの前半は、まず「10年間の振り返り」と題してこれまでの活動概要を

まとめた報告等を行いました。後半には、これから10年の進むべき道のヒントとして、

外部からゲストをお呼びして「ご近所福祉のすすめ」と題した講義をしていただきま

した。また、本会場とは別に展示パネル、休憩コーナーを設置した展示スペースを用

意して、既存の協力者同士の交流、新規の協力者の獲得を図りました。 

シンポジウムの開催後には、概要を伝えるニューズレター（4-2-1参照）や記録DVD

を作成して、参加できなかった方々にも情報提供を実施しています。 

 

 

▼「高齢者見守り支援ネットワーク 10 周年記念シンポジウム」の概要 

開催目的 

平成 18 年度に見守り支援ネットワークの全市展開をはじめて丸 10 年という節

目の年に、次の 10 年に向けた基礎固めを行う。 

 －これまで熱心に活動していただいた方々に感謝し、引き続き協力をお願いする 

 －やる気はあるが活動目標を見失っている方々に新しいモチベーションを与える 

 －イベントを通じて、活動が縮小しつつあるネットワークの新しい仲間を増やす 

開催日時 1 月 27 日（水）13：45～16：00（展示スペースは 17 時まで開放） 

開催場所 ひの煉瓦ホール（小ホールおよび展示室） 

参加者 

＜市民＞ 

・見守り支援ネットワーク協力者（民生委員、ふれあい見守り推進員、協力事業所、

ふれあいサロン、ちょこっと困りごとサービス協力員） 

・一般市民                        合計約 90 名 

＜ゲスト等＞ 

・住民流福祉総合研究所所長 木原孝久氏 

・前実践女子短期大学教授 薗田碩哉氏 

・大坪市長 

＜事務局＞ 

地域包括支援センター、高齢福祉課、委託事業者 計 19 名 

プログラム 

１．開会 

２．第一部「10 年間の振り返り」 

・これまでの活動の報告 

・感謝状の贈呈 

・市長挨拶 

３．第二部「ゲスト講演」 

・テーマ「ご近所福祉のすすめ」 

４．閉会 
 

その他 「展示スペース」 
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▼これまでの活動の報告の概要（第一部「10 年間の振り返り」より） 

 皆さまが知らない（？）新しい活動も含めて、これまでの歩みを簡単に振り返る

情報提供を高齢福祉課より行いました。 

  

  

  

  

  



 
 
 

30 

 

 

 

  

  

  

  

  



 
 
 
 

 

▼感謝状

 1

サ

が

 シ

 協力事業

 

▼市長挨

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「20

ん

る

こ

「立

み

落

が

「そ

あ

い

1

「高

今

帯

念

考

状の贈呈の

0 周年と

「協力事業

サービス協

がおおよそ

（※元民生

シンポジウ

業所代表 ふれ

挨拶の概要

040 年には

んな中で“高齢

る仕組み、まさ

これからの高齢

立ち上げ当時

した。一方、

みもありまし

落ち込んだこ

が大きな課題

そんな中で、

あいサロン”

い展開を図

10 年ではな

高齢者見守り

今より 5、6

帯、さらに老

念されるとい

考えた答えが

の概要（第一

いう節目を

所」「ふれ

力員」「気

５年以上の

委員の方々

ムでは、こ

れあい介護シ

要（第一部

 

日野市でも

齢者を含む誰

さに地域づく

齢化社会とネ

時は本当に手

心配な方に

した。また、

こともありま

題でした。な

、推進員さん

”や“ちょこ

って、この高

なかったかな

支援ネット

ポイント低

老々介護の世

う状況で、“

が“高齢者見

「本日は

まして

クが

じめ関

感謝申

一部「10

を記念して

あい見守り

にかけ運動

の個人・団

々も含めて

この 6 種の

ョップりんり

「10 年間

“市民の 3 人

誰もが住み慣れ

りがこのネッ

ネットワークの

手探りでした

に“私はまだ

ネットワー

ました。しっ

なかなか思う

んや協力事業

こっと困りご

高齢者守り支

なと思います

の全市展開が

低いのですが、

帯が増えてい

“地域で孤立

守り支援ネ

は高齢者見守

て誠にありが

10 年続いた

関係者の皆さ

申し上げます

31 

年間の振り

、見守り支

り推進員」

動活動団体」

体を対象に

日野市民生

の協力者の

  
りん様  

の振り返り

人の１人強が

れた地域でい

ットワークの

の活動につい

たが、創意工

だ大丈夫”と

ークに加入し

っかり見守っ

うように広が

業所さんによ

ごとサービス

支援ネットワ

す。」 

がスタートし

、それでもひ

いました。そ

立化する高齢

ットワークを

守り支援ネッ

がとうござい

たのも、ひと

さまのご支援

す。」 

り返り」よ

支援ネット

「ふれあい

」という 6

に感謝状を

生児童委員

代表各 1 名

ふれあい見

り」より）

65 歳以上”

いきいきとその

の使命だと思っ

いて考えるき

工夫あふれる

と言われて加

していた単身

っていただい

がっていかな

よる見守り・

ス”、そして

ワークは着実

した平成 18

ひとり暮らし

そういう中で

者をどう支え

をつくってい

ットワークシ

います。この

とえに今日感

援とご協力の

より） 

ワークを構

サロン」「

6 種の協力

贈呈するこ

員協議会宛に

名に感謝状

見守り推進員

 

という社会

の人らしく暮

っています。

っかけになれ

様々な見守

入していただ

身高齢者の方が

ていた推進員

なかったと思

・声かけだけ

“気にかけ運

実に進化をし

8 年は高齢化

しの高齢者や

で孤立死が増

えていけば良

いこう”とい

シンポジウム

の高齢者見守

感謝状を差し

のたまもので

構成する「

ちょこっと

力者の中から

ことにしま

に 1 通） 

状をお渡し

員代表 神田

会がやってきま

暮らせる”それ

このシンポジ

れば幸いです

りの仕方があ

だけないとい

が亡くなって

員さんの心の

思います。」 

けではなく、

運動”という

してきた。そ

化率が 18.4

や、高齢者の

増えていくこ

良いのか”を

いうことでし

ムにご来場い

守り支援ネッ

し上げた皆さ

です。改めて

「民生委員」

と困りごと

ら、活動歴

ました。 

しました。

 
田和代様 

ます。そ

れを支え

ジウムが

す。」 

ありま

いう悩

て大変

のケア

“ふれ

う新し

そんな

％程で、

のみの世

ことも懸

を真剣に

した。」 

いただき

トワー

さまをは

て心から

歴

 

 



 
 
 
 

 

▼第二部
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ゲスト：住

早
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原先生から
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住民流福祉
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所福祉のすす

実例を交えな
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き合い革命」
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を設立。 
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像のほか、
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３－３ 検討の成果と課題 

ネットワークの課題解決のための検討の実施状況を踏まえて今年度の成果と課題を

以下の通り整理しました。 

 

▼ネットワークの課題解決のための検討の成果と課題 

成果 

・前年度から開催していた地域包括支援センターとの「検討部会」を回数を拡大して開

催し、課題解決に向けた以下の取組を進めることができました。 

①前年度に長年の懸案事項となっていたレポートの作成・回収方法を改めることを決定

したことを受けて、レポートの新たな書式の内容について確認しました（変更なし・

運用方法の中で対応する）。 

②ふれあい見守り推進員や協力事業所のモチベーション維持等を目的として、「見守り支

援ネットワーク 10 周年記念シンポジウム」を企画・開催しました。 

③その他、見守り支援ネットワークの個別の取組内容について情報交換や意見交換を行

う中で、気にかけ運動のＰＲを一部の地域包括支援センターの連絡会等の中で実施す

る流れをつくることができた。 

課題 

・「レポートの回収」のような具体的な課題の対応については検討しやすい一方、「今後

の１０年の方向性」といった見えないものを会議の中で構築するのは難しいことが分

かりました。 

・関連する他の取組との調整は地域包括支援センターとだけでは進めるのが難しいこと

が分かりました。 

対応案 

・検討部会は以下の方針で開催することが考えられます。 

 －課題や方向性の共有を第一の目的とする 

 －「今後の１０年の方向性」の検討は叩き台に対して意見をもらうこととする。 

・叩き台の用意は検討部会とは別に以下のとおり作業を進めることが考えられます。 

 －モデル地区を定めて目に見える形をつくる 

 －他の関係者も入れた会議あるいは個別の相談により調整を進める 
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第４章「事業ＰＲの実施」 

４－１ 事業ＰＲの進め方 

これまで本事業のＰＲは、見守り支援ネットワーク関係者に配布する「ニューズレ

ター」を通じた事業の経過報告と、「広報ひの」や市民活動フェアへの参加等を通じた

不特定多数に対する見守り支援ネットワーク全体のＰＲの2本柱で実施してきました。 

平成27年度は「ニューズレター」の作成・配布を継続して実施したほか、前年度よ

り地域包括支援センター等から連携の必要性が指摘されていた地域懇談会へ参加をし、

他の参加者の方々へ見守り支援ネットワークおよび気にかけ運動のＰＲを実施しまし

た。 

 

 

▼事業ＰＲの実施内容 

発行／開催時期 取組項目 内容 

平成 27 年 

9 月 

ニューズレター（第 23 号）の発行 ・見守り支援ネットワークの新しい取組

“気にかけ”運動の展開を進めています 

平成 28 年 

2 月 

ニューズレター（第 24 号）の発行 ・見守り支援ネットワークの 10 周年を記

念してシンポジウムを開催しました 

2 月 20 日 三中地区地域懇談会への参加 ・懇談の輪に交じって参加者の方々の思い

などを確認 

・情報提供の時間を借りて見守り支援ネッ

トワークおよび気にかけ運動のＰＲを

実施 

4 月 ニューズレター（第 25 号）の発行 ・見守り支援ネットワークの思い出をまと

めました！ 
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４－２ 事業ＰＲの実施状況 

４-２-１ ニューズレターの作成・配布 

（１）取組の概要 

ニューズレターは、見守り支援ネットワークの立ち上げ当初から高齢福祉課が発行

しているＰＲ資料です。ふれあい見守り推進員、協力事業所、民生委員等のネットワ

ークの協力者の方々に配布しているほか、一般の市民の方にも高齢福祉課や地域包括

支援センター等の窓口で手にとっていただけるようになっています。 

平成27年度は以下の通り、合計3号のニューズレターを発行しました。 

 

▼ニューズレター第 23 号の概要 

発行時期 平成 27 年 9 月 

内  容 

特集「見守り支援ネットワークの新しい取組“気にかけ”運動の展開を進めています」 

＜表面／1 頁＞ 

・“気にかけ運動”の概要の紹介 

＜見開き／2・3 頁＞ 

・地域の皆さまにお願いしたいこと 

＜裏面／4 頁＞ 

・“気にかけ運動”相談日の紹介 

▼ニューズレター第 24 号の概要 

発行時期 平成 28 年 2 月 

内  容 

特集「見守り支援ネットワークの 10 周年を記念してシンポジウムを開催しました！」 

＜表面／1 頁＞ 

・協力者の皆さまへの感謝 

＜見開き／2・3 頁＞ 

・第二部「ゲスト講演」の概要 

＜裏面／4 頁＞ 

・第一部「これまでの活動の振り返り」の概要 

▼ニューズレター第 25 号の概要 

発行時期 平成 28 年 4 月 

内  容 

特集「見守り支援ネットワークの思い出をまとめました！」 

＜表面／1 頁＞ 

・どんな“思い出”が集まったのでしょうか？（一部抜粋） 

＜見開き／2・3 頁＞ 

・“思い出”の具体的な内容 

＜裏面／4 頁＞ 

・引き続き皆さまの思い出等を募集します 
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（２）取組の実績 

▼ニューズレター第 23 号の内容 
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▼ニューズレター第 24 号の内容 

   
 

   



 
 
 
 

 

▼ニュー

  
 

  

ーズレターー第 25 号のの内容 
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４-２-２ 地域懇談会への参加 

（１）取組の概要 

地域協働課が実施している地域懇談会は、市民自らがまちの魅力や課題を踏まえて

「まちをこうしていこう！」アイディアを検討し、実現を目指すという点で見守り支

援ネットワーク、特に「気にかけ運動」との親和性が高いものだと考えられます。そ

のため、前年度より地域包括支援センター等から連携の必要性が指摘されていました。 

そこで平成27年度は、「ちょこっと声かけたい！」というアクションプランを検討

しており、特に親和性が高いと思われる三沢中地区の地域懇談会に参加しました。 

地域懇談会では、実際に懇談の輪に交じって参加者の方々の思いなどを確認したほ

か、最後の情報提供の時間（下記、プログラムのうち「６．市からの報告」）をお借り

して見守り支援ネットワークおよび気にかけ運動のＰＲを実施しました。 

 

▼くらしの輪連絡会 

開催日時 平成 28 年 2 月 20 日（土） 

開催場所 三沢中学校 

参加者 

市民、地域包括支援センター、子育てカフェ、日野市社会福祉協議会、 

地域サポーター、地域協働課、（見守り支援ネットワーク事業の）委託事業者 

約 80 名 

プログラム 

１．開会 

２．懇談会の内容説明 

３．アクションプラン（案）説明 

「ちょこっと声かけたい！」 

４．懇談 

①各テーブルで懇談 

 ・どんな自分たちの活動で声かけできるか？ 

 ・「声をかけたい」と思う人たちは？ 

 ・安心して「声かけ」できる、されるには？ 

②発表 

５．市長あいさつ 

６．市からの報告 

７．閉会 
 

※上記のうち、「６．市からの報告」の中で、時間を借りて見守り支援ネットワー

クおよび気にかけ運動のＰＲを実施 
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４－３ 事業ＰＲの成果と課題 

事業ＰＲ全体の実施状況を踏まえて今年度の成果と課題を以下の通り整理しました。 

 

▼事業ＰＲ全体の成果と課題 

成果 

・今年度はこれまでと同様にニューズレターによる活動のＰＲを実施しました。 

・新たに地域懇談会に参加して（1 地区）気にかけ運動のＰＲを実施したほか、見守り

支援ネットワーク 10 周年シンポジウムについても市報等に開催案内を掲載し僅かな

がら一般の方にも参加してもらうことができました。 

課題 

・検討部会の中で地域包括支援センターから以下のような意見が出ています。 

－各取組の内容を周知がもう少し必要 

－シンポジウムについて「もっと一般の人に来て欲しかった」 

・一方で、ニューズレターは「その時々の活動状況を報告する」という性格上、既存の

取組を改めて紹介するのには不向きであり、一般の方への PR を有効に進めることは

できませんでした。 

・シンポジウムについては「もっと一般の方に参加して欲しかった」という声があり、

PR や集客に改善すべき点がありました。 

対応案 

・一般層へのＰＲとして、見守り支援活動に関心のある不特定多数の方が参加できるシ

ンポジウムのような取組を継続的に開催することが考えられます。（1-3「見守り・声

かけ」の成果と課題と共通） 

・見守り支援ネットワークについて全く知らない一般の方向けに、ニューズレターとは

別の、既存の活動を紹介するチラシ・パンフレットを作成し、地区センターへの留置

や上記シンポジウム、他事業の説明会等にて配布することが考えられます。 
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